2025年度釧路市立北中学校「目指す生徒の姿」（重点教育目標）の策定における説明要旨
2025年１月７日（火）
学校長
〇　2025年度の本校の「目指す生徒の姿」（重点教育目標）の策定について説明します。
〇　まずは、部活動や放課後の自分の時間を割いて校長との面接に臨み、次年度の学校づくりについて、真剣に考え、率直な意見や考え方等を伝えてくれた２学年の生徒の皆さんにお礼を申し上げます。
〇　皆さんとの面接を通して、皆さんが本校を愛していること、素直な目で本校の現状を見つめていること、そして、次代のスクールリーダーとして、「本校をこんな学校にしていきたい」という情熱をもっていることが分かりました。
〇　そんな皆さんと、次年度の学校づくりの「核」となる「目指す生徒の姿」（重点教育目標）を考えることができること、校長としてこれほどワクワクした仕事はないと思います。
〇　冬休み中に、皆さんとの面接の様子を思い出すとともに、皆さんが作成したミーティングシートを読み返しました。
〇　そして、考察と分析を繰り返して、次のとおり次年度の「目指す生徒の姿」（重点教育目標）と、それを実現するために獲得したい資質・能力を決定しました。・自分の課題や新たな可能性を、当事者意識をもって発見する力
・自分の行動で、自分や周りをよりよい方向へ変えられる自己効力感をもつ力
・変化の目的の意味や意義を見出し、挑戦しやり抜く力
・その目標を達成するために、責任をもって行動する力
「目指す生徒の姿」（重点教育目標）を実現するために獲得したい資質・能力
変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返りながら責任ある行動をとる生徒
2025年度（令和７年度）釧路市立北中学校「目指す生徒の姿」（重点教育目標）

〇　どうして、このような「目指す生徒の姿」（重点教育目標）と、それを実現するために獲得したい資質・能力になったのか、その理由を説明していきます。
〇　校長との面接に臨むに当たって、皆さんには事前に「ミーティングシート」を作成してもらいました。
〇　そこには、３つの質問（①北中学校のよいところは何だろう、②北中学校でどんな中学生になりたいか、③そのために獲得したい力等）があり、皆さんはそれぞれの質問に対して、自分の率直な意見や考え方、感じ方とその理由を記してくれました。
〇　皆さんが記述した内容から、考え得る「資質・能力」を考えてみました。
〇　次のように分析・考察をしていきました。
〇　１つ目の質問「北中学校のよいところは何だろう」に、ある生徒は「何事にも協力して、よりよいものにしようとするところ」と答えてくれました。
〇　この回答を分析・考察してみると、「何事にも協力して」から「協働性」、「よりよいものにしようとする」から「創造性」、そして、どうして協力できるのか、どうしたらよりよいものにしようとするのか、そのためには目の前の物事を「自分事」として捉える「当事者意識」が必要であると判断しました。
〇　つまり、「協働性」、「創造性」、「当事者意識」という３つの資質・能力が導き出されます。何事にも協力して、よりよいものにしていこうとするところ
協働性　　　　　　　　創造性
当事者意識


〇　２つ目の質問「北中学校でどんな中学生になりたい」に、ある生徒は「失敗を恐れずに挑戦したり、最後まで諦めずにやり切ったりする生徒」と答えてくれました。
〇　この回答を分析・考察してみると、「失敗を恐れずに挑戦したり」から「挑戦」、「最後まで諦めずにやり切ったりする」から「自分はやればできるという自己効力感」、そして、どうして挑戦したりやり切ったりすることができるのか、そこには目の前の課題を「自分事」として捉える「当事者意識」と積極果敢に課題を解決していこうとする「主体性」が必要であると判断しました。
〇　つまり、「挑戦」、「自己効力感」、「当事者意識」、「主体性」という４つの資質・能力が導き出されます。失敗を恐れず挑戦したり、最後まで諦めずにやり切ったりする生徒
挑戦　　　　　　　　　　　自己効力感
当事者意識　主体性


〇　このように、３つの質問に対する皆さんの回答を分析・考察していきました。
〇　その結果、約30個の資質・能力を導き出すことができました。
〇　その中で、最も多く導き出された資質・能力は「主体性」でした。
[bookmark: _Hlk187155515]〇　このことから、「目指す生徒の姿」（重点教育目標）と、それを実現するために獲得したい資質・能力を創り上げるに当たり、「主体性」を中心にするとともに、「主体性」に次いで多かった「当事者意識」、「自己効力感」、「創造性」、「責任感」、「挑戦」等を加えながら、検討することとしました。主体性　　当事者意識　　自己効力感　　創造性　　責任感　　挑戦　　等

〇　最初に、「主体性」についての一般的な定義を確認することにしました。
[bookmark: _Hlk187126425]〇　そこで、日本の教育に関する基本原則や制度を定めている「教育基本法」、文部科学省が定める教育課程（学校教育目標を達成するための教育計画）の基準である「学習指導要領」、世界の経済の安定と発展を支えることを目的とする国際機関である「経済協力開発機構」（OECD）が示している「Learning Compass 2030」（学びの羅針盤2030）を参考にすることとしました。
[bookmark: _Hlk187125869]〇　「教育基本法」には、「主体性」について、次のように記されています。公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２条第３項

[bookmark: _Hlk187125912]〇　続いて、「学習指導要領」には、「主体性」について、次のように記されています。学校教育には、子どもたちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにすることが求められている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習指導要領解説総則編

〇　このことから、「教育基本法」と「学習指導要領」から見えてくる「主体性」とは、ざっくり表現すると、次のようになると思います。「主体性」とは、
「自ら考え、主体的に行動して、責任をもって社会変革を実現していくこと」
また、そのために必要な資質・能力として次の内容が考えられます。
「将来的な目標を見据える力」、「物事の本質を見極める力」、「現状に疑問をもつ力」等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[bookmark: _Hlk187126630]〇　続いて、「Learning Compass 2030」（学びの羅針盤2030）には、「エージェンシー」という言葉で「主体性」について、次のように記されています。
[bookmark: _Hlk187126752]〇　「教育基本法」や「学習指導要領」、「Learning Compass 2030」に示された「主体性」と、皆さんが考えた「主体性」を比べてみると、多くの内容が共通していることが分かります。「主体性」とは、複雑性や不確実性に適応し、よりよい未来を創造できるようにするため、変容する世界をどのように創造し、そこでどのような貢献ができるのかを学ぶ上で必要なもの。つまり、よりよい未来の創造に向けた変革を起こすコンピテンシー（能力）であり、「①新たな価値を創造する力」、「②対立やジレンマに対処する力」、「③責任ある行動をとる力」の３つから成る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[bookmark: _Hlk187126885]〇　このことから、「教育基本法」や「学習指導要領」、「Learning Compass 2030」を参考にしつつ、皆さんが考えてくれた回答の中から導き出された資質・能力を基盤として、「目指す生徒の姿」（重点教育目標）と、それを実現するために獲得したい資質・能力を考えました。
[bookmark: _Hlk187151531][bookmark: _Hlk187152533]〇　まずは、「目指す生徒の姿」（重点教育目標）です。
〇　皆さんの回答から最も多く導き出された資質・能力は「主体性」であることから、「目指す生徒の姿」（重点教育目標）は、「主体性のある生徒」になります。
〇　しかし、これだけでは具体性がないので、もう少し皆さんが考えてくれた「主体性」の要素を分析・考察していくと、「何か新しいものを創り出す」や「目標を明確にする」、「自分の役割を全うする」などのフレーズにたどり着きました。
〇　そして、皆さんは先輩たちが積み上げてきた伝統を受け取るだけではなく、本校の新しい伝統の創り手となることが求められることから、「何か新しいものを創り出す」ことを目的とすべきと考えました。
[bookmark: _Hlk187154088]〇　このことから、「目指す生徒の姿」（重点教育目標）を「変化を起こすために、自分で目標を設定し、責任ある行動をとる生徒」にしようと考えました。
〇　ただし、ここで校長として１つ付け加えたい要素がありました。
〇　それは、「振り返る」という要素です。
〇　皆さんは、日々の学びを通して、学びの目標を明確にし、自分でその目標を実現するための学びを実行し、その学びを振り返り、成果と課題を見極め、課題に対する改善策を検討し講じていくという「自己調整力」を獲得することが求められます。
〇　ここで、改めて皆さんの回答を見返しました。
〇　そこで「自分を客観視できる」というフレーズを見付けました。
[bookmark: _Hlk187155270]〇　このフレーズを「振り返る」と捉えて、「目指す生徒の姿」（重点教育目標）を「変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返りながら責任ある行動をとる生徒」としました。変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返りながら責任ある行動をとる生徒

〇　次に、「目指す生徒の姿」（重点教育目標）を実現するために獲得したい資質・能力については、「当事者意識」、「自己効力感」、「創造性」、「責任感」、「挑戦」を基本としながら、「目指す生徒の姿」（重点教育目標）を実現するためには、どんな力が必要なのか、校長としての思いを加えながら考えました。
〇　自分の課題や新たな可能性を、自分事として捉えて見付けること、自分の行動を通して、自分や周りをよりよい方向へ変えることで、「やればできる」を実感すること、新しい価値を創り出すことの意味や意義を見付けて、そのために挑戦して最後までやり抜くこと、目標を達成するために、責任感をもって行動すること、これら４つのことを実現する力として、それぞれを整理しました。
〇　そして、「目指す生徒の姿」（重点教育目標）を実現するために獲得したい資質・能力として、「自分の課題や新たな可能性を、当事者意識をもって発見する力」、「自分の行動で、自分や周りをよりよい方向へ変えられる自己効力感をもつ力」、「変化の目的の意味や意義を見出し、挑戦しやり抜く力」、「その目標を達成するために、責任をもって行動する力」を設定しました。


・自分の課題や新たな可能性を、当事者意識をもって発見する力
・自分の行動で、自分や周りをよりよい方向へ変えられる自己効力感をもつ力
・変化の目的の意味や意義を見出し、挑戦しやり抜く力
・その目標を達成するために、責任をもって行動する力

〇　以上が、2025年度釧路市立北中学校「目指す生徒の姿」（重点教育目標）の策定についての説明でした。
〇　ここまで読んでみて、「あれっ、おかしいな」とか「もっとこうしたらいいのに」などがあれば遠慮なくお知らせください。
〇　2025年度の北中学校の主人公は２学年の皆さんです。
〇　皆さんが納得できる「目指す生徒の姿」（重点教育目標）になることが重要です。
〇　「目指す生徒の姿」（重点教育目標）というゴールを目指して走り続ける皆さんを、私たち教職員は一生懸命伴走していきます。
〇　４月から一緒に北中学校の新たな伝統を創っていきましょう。
2

